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が
原
因
で
、
墓
の
新
築
や
遺
骨
の
移
動
が
行
わ
れ
た
と
し
た
。
ま
た
、
孝

本
は
墓
が
増
加
す
る
都
市
部
の
様
子
に
も
若
干
触
れ
て
お
り
、
移
住
者
と

墓
の
増
加
の
関
係
性
を
示
唆
し
て
い
る
［
孝
本　

二
〇
〇
一
：
一
九
九
～

二
一
八
］。

　

近
年
で
は
、
越
智
郁
乃
が
宮
古
・
八
重
山
諸
島
か
ら
沖
縄
本
島
へ
と
遺

骨
を
移
し
て
き
た
家
族
に
注
目
し
、「
墓
の
移
動
（
（
（

」
に
つ
い
て
の
報
告
を

行
っ
て
い
る
。
沖
縄
に
お
け
る
離
島
と
い
う
地
理
的
条
件
は
、
生
活
拠
点

の
移
動
と
「
墓
の
移
動
」
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た

［
越
智　

二
〇
〇
八
］。

　

こ
こ
ま
で
の
研
究
で
、
故
郷
と
の
繋
が
り
の
希
薄
化
や
、
離
島
と
い
う

地
理
的
条
件
が
、
移
住
先
に
新
た
な
墓
を
建
て
る
要
因
に
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
代

沖
縄
の
都
市
部
に
お
け
る
家
族
墓
の
増
加
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
本
島

中
南
部
に
家
族
墓
を
持
つ
移
住
者
家

族
を
事
例
に
、
家
族
内
の
故
郷
感
の

相
違
と
い
う
点
に
主
眼
を
置
い
て
み

て
い
き
た
い
。

　

一
章
で
は
、
移
住
者
の
故
郷
に
お

け
る
墓
の
利
用
の
さ
れ
方
を
押
さ
え

る
た
め
に
、
墓
の
利
用
の
現
状
を
所

有
形
態
を
中
心
に
ま
と
め
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
そ
の
移
住
者
家
族
に

と
っ
て
、
都
市
部
に
新
た
に
墓
を
建

て
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

移
住
者
家
族
と
墓
に
関
す
る
一
考
察

―
沖
縄
県
本
島
中
南
部
へ
の
移
住
者
の
事
例
か
ら
―

早
　
坂
　
優
　
子

は
じ
め
に

1
．
墓
の
所
有
形
態
の
変
化
と
そ
の
分
布

2
．
都
市
部
の
移
住
者
の
墓

3
．
故
郷
の
共
同
墓

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

現
在
、
那
覇
市
・
沖
縄
市
を
中
心
と
す
る
本
島
中
南
部
で
は
、
墓
地
の

増
加
が
著
し
く
、
こ
こ
十
数
年
で
行
政
に
よ
る
墓
地
整
理
の
動
き
も
活
発

に
な
っ
た
。
こ
の
地
域
は
、
戦
後
に
本
島
北
部
や
宮
古
・
八
重
山
諸
島
か

ら
、
職
を
求
め
て
多
く
の
人
が
流
入
し
た
地
域
で
あ
り
、
本
島
中
南
部
の

墓
の
増
加
は
、
こ
の
移
住
者
の
存
在
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
南
部
へ
の
移
住
者
家
族
と
墓
に
関
し
て
は
、
孝
本
貢
が

一
九
八
〇
年
代
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
孝
本
は
、
本
島
北
部
の
饒
波
部

落
か
ら
、
那
覇
市
を
中
心
と
す
る
都
市
部
へ
と
移
住
し
た
家
族
が
、
都
市

部
に
新
た
に
墓
を
建
て
る
事
例
を
報
告
し
て
い
る
。
移
住
者
は
、
故
郷
の

村
墓
か
ら
都
市
部
の
新
た
な
兄
弟
墓
へ
と
所
有
形
態
を
変
更
し
、
墓
を
建

て
て
い
る
。
孝
本
は
こ
の
現
象
を
、
移
住
に
よ
る
故
郷
と
の
絆
の
弱
ま
り

図 1　沖縄県
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墓
が
主
流
に
な
る
と
、
新
た
に
墓
を
建
て
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
そ
の
結

果
、
墓
の
増
加
が
加
速
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
墓
制
の
変
化
に
関
連
し
た
研
究
の
初
期
の
も
の
は
、
社
会
人
類
学

か
ら
の
研
究
で
、
常
見
純
一
に
よ
る
沖
縄
本
島
北
部
安
波
の
事
例
で
あ
っ

た
。
常
見
は
、
沖
縄
県
北
部
の
門
中
組
織
が
首
里
・
那
覇
地
域
の
門
中
を

模
倣
し
な
が
ら
成
立
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
中
で
、
墓

の
所
有
に
対
す
る
意
識
の
変
化
に
よ
っ
て
、
村
落
の
成
員
で
共
同
利
用
す

る
村
墓
か
ら
、
父
系
出
自
集
団
で
あ
る
門
中
に
よ
っ
て
共
同
利
用
さ
れ
る

門
中
墓
へ
と
墓
が
分
離
す
る
様
子
を
報
告
し
た
［
常
見　

一
九
六
五
］。

ま
た
、
石
垣
み
き
子
は
、
本
島
中
部
の
家
族
単
位
で
利
用
す
る
家
族
墓
が

主
流
と
な
っ
て
い
る
一
村
落
を
取
り
上
げ
、
村
墓
か
ら
徐
々
に
家
族
墓
へ

と
墓
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
そ
し
て
、
門
中
墓
で
は
な
く

家
族
墓
と
し
て
新
し
く
墓
を
建
て
る
こ
と
と
、
門
中
組
織
と
は
全
く
矛
盾

し
な
い
と
す
る
見
解
を
示
し
た
［
石
垣　

一
九
八
一
］。

　

こ
こ
ま
で
の
研
究
を
み
る
と
、
村
墓
か
ら
門
中
墓
へ
、
村
墓
・
門
中
墓

か
ら
家
族
墓
へ
と
よ
り
狭
い
範
囲
で
利
用
す
る
よ
う
な
変
化
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　
（
2
）
墓
の
分
布

　

沖
縄
に
は
多
様
な
所
有
形
態
の
墓
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
墓
が
、
現
在

で
も
門
中
墓
の
利
用
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
本
島
南
部
以
外
で
は
、
複
雑

に
入
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
名
嘉
真
宜
勝
も
「
現
在
一
地

方
の
墓
制
を
と
り
あ
げ
て
み
て
も
、
村
墓
や
模
合
墓
、
門
中
墓
そ
れ
に
家

族
墓
が
あ
る
と
い
う
風
に
、
極
め
て
複
雑
な
墓
制
を
形
成
し
て
い
る
」

つ
こ
と
な
の
か
を
把
握
す
る
。

　

二
章
で
は
、
実
際
に
移
住
先
で
あ
る
都
市
部
に
墓
を
建
て
た
家
族
の
事

例
を
挙
げ
る
。
本
稿
で
は
、
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た
移
住
に
よ
る
故
郷
と
の
絆
の
弱
ま
り
や
、
離
島
と
い
う
地
理
的
条
件
と

い
う
原
因
に
加
え
、
家
族
内
で
の
故
郷
感
の
相
違
と
い
う
点
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
移
住
者
本
人
で
は
な
く
、
そ
の
家
族
に
よ
っ
て
墓
が
建
て
ら

れ
た
事
例
を
報
告
す
る
。

　

三
章
で
は
、
現
在
で
も
故
郷
の
墓
を
利
用
し
続
け
る
移
住
者
の
事
例
を

報
告
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
章
で
事
例
を
挙
げ
た
家
族
が
、
故
郷
と
の

距
離
と
い
っ
た
便
宜
上
の
理
由
以
外
で
、
故
郷
で
は
な
く
、
現
在
の
居
住

地
の
近
く
に
墓
を
建
て
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

1
．
墓
の
所
有
形
態
の
変
化
と
そ
の
分
布

　
（
1
）
所
有
形
態
の
変
化

　

沖
縄
の
墓
制
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
墓
の
所
有
形
態
の
多
様
性
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
種
類
と
し
て
は
、
村
落
の
共
同
墓
で
あ
る
村

墓
、
父
系
出
自
集
団
で
あ
る
門
中
の
共
同
墓
で
あ
る
門
中
墓
、
血
縁
に
関

係
な
く
、
気
の
合
う
友
人
な
ど
で
利
用
す
る
模
合
墓
、
兄
弟
と
そ
の
家
族

の
共
同
墓
で
あ
る
兄
弟
墓
、
墓
を
継
い
だ
子
ど
も
と
そ
の
家
族
で
の
み
利

用
す
る
家
族
墓
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
墓
の
中
で
も
、
家
族
墓
の
増
加
は
著

し
く
、
家
族
墓
は
現
代
沖
縄
の
墓
の
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
家
族
墓
が
、
様
々
な
墓
の
所
有
形
態
の
中
で
占
め
る
割

合
の
増
加
と
と
も
に
、
墓
そ
の
も
の
の
数
も
増
加
し
て
い
る
。
多
く
の

人
々
が
共
同
で
利
用
す
る
墓
と
異
な
り
、
一
家
族
で
の
み
利
用
す
る
家
族
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2
．
都
市
部
の
移
住
者
の
墓

　
（
1
）
霊
園
型
墓
地
と
移
住
者

　

現
在
、
沖
縄
県
那
覇
市
・
沖
縄
市
周
辺
と
い
っ
た
本
島
中
南
部
の
都
市

部
に
は
、
市
町
村
・
宗
教
法
人
・
公
益
法
人
が
管
理
主
体
と
な
っ
た
霊
園

型
墓
地
が
多
く
存
在
し
、
都
市
部
の
墓
の
増
加
を
背
景
に
一
九
九
〇
年
代

か
ら
増
加
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
年
々
そ
の
数
を
増
や
し
て
い

る
。
中
で
も
宗
教
法
人
・
公
益
法
人
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
も
の
が
多

く
、
手
入
れ
が
簡
単
な
御
影
石
の
墓
、
駐
車
場
や
水
汲
み
場
・
ト
イ
レ
と

い
っ
た
設
備
の
良
さ
を
売
り
に
沖
縄
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た

［
早
坂　

二
〇
一
三
］。

　

そ
の
霊
園
型
墓
地
は
様
々
な
背
景
を
持
つ
人
々
の
墓
の
受
け
皿
と
し
て

機
能
し
て
い
る
が
、
中
で
も
本
島
北
部
や
宮
古
・
八
重
山
諸
島
と
い
っ
た

離
島
か
ら
、
本
島
中
南
部
に
移
住
し
て
き
た
人
々
に
よ
っ
て
盛
ん
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
話
を
聞
い
た
四
八
家
族
中
三
一
家
族
が
移
住
者
家

族
で
あ
り
、
全
体
の
約
六
割
に
当
た
る
。
こ
の
す
べ
て
の
家
族
の
墓
が
、

現
在
は
家
族
墓
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
調
査
地
概
況

　

筆
者
は
那
覇
市
と
南
風
原
町
に
あ
る
二
つ
の
霊
園
型
墓
地
に
お
い
て
調

査
を
行
っ
た
。
那
覇
市
内
に
は
、
市
が
管
理
す
る
公
営
墓
地
の
ほ
か
に
、

複
数
の
法
人
墓
（
（
（
地
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
石
嶺
霊
園
は
、

首
里
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
安
国
寺
が
管
理
す
る
霊
園
で
あ
る
。
西
原
町

と
の
境
に
立
地
す
る
こ
の
霊
園
は
、
二
七
三
九
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に

［
名
嘉
真　

一
九
七
九
：
一
三
二
］
と
述
べ
て
い
る
。
南
部
以
外
の
地
域

で
は
、
一
つ
の
墓
地
の
中
に
門
中
墓
か
ら
家
族
墓
ま
で
様
々
な
墓
が
存
在

し
て
い
る
が
、
実
際
に
納
骨
の
た
め
に
利
用
す
る
墓
と
し
て
は
、
多
く
の

地
域
で
家
族
墓
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
家
族
墓
が
主
流
に
な
っ
た
地
域
で

は
、
村
墓
や
門
中
墓
は
、
拝
み
の
対
象
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
実
際
に

利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

　

全
体
的
に
は
家
族
墓
化
の
動
き
が
顕
著
で
あ
る
が
、
村
墓
、
門
中
墓
と

い
っ
た
共
同
墓
が
現
在
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
先
述

の
よ
う
に
、
本
島
南
部
は
門
中
墓
を
利
用
す
る
地
域
で
あ
り
、
現
在
で
も

門
中
の
成
員
に
よ
っ
て
墓
が
共
同
利
用
さ
れ
て
い
る
。
本
島
南
部
以
外
で

は
、
名
護
市
よ
り
も
さ
ら
に
北
の
地
域
や
離
島
で
も
村
墓
・
門
中
墓
・
兄

弟
墓
と
い
っ
た
共
同
墓
が
現
在
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　

本
章
で
は
、
墓
の
所
有
形
態
の
変
化
と
、
現
在
の
地
域
ご
と
の
墓
の
利

用
の
さ
れ
方
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
、
本
島
中
南
部
へ
の
移
住
者

家
族
が
ど
こ
の
地
域
の
出
身
で
、
移
住
者
の
実
家
の
墓
は
現
在
ど
の
よ
う

に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
故
郷

の
墓
が
家
族
墓
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
墓
を
継
ぐ
人
物
で
な

い
限
り
、
分
家
者
は
新
た
に
墓
を
建
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
移

住
者
自
身
が
墓
の
後
継
者
で
あ
っ
た
り
、
村
墓
・
門
中
墓
・
兄
弟
墓
の
よ

う
な
共
同
墓
が
利
用
で
き
る
立
場
に
あ
る
な
ら
ば
、
故
郷
の
墓
に
戻
る

か
、
移
住
先
に
新
た
に
墓
を
設
け
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
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る
公
営
墓
地
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
周
囲
に
は
公
益
法
人
が
管
理
す

る
墓
地
や
個
人
墓
地
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
霊
園
を
管
理
し
て
い

る
宝
壽
院
は
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に
福
岡
県
か
ら
来
た
寺
院
で
、
翌

年
に
琉
球
霊
園
が
で
き
た
。
こ
の
時
期
は
霊
園
型
墓
地
が
急
増
し
始
め
た

時
期
で
あ
り
、
琉
球
霊
園
の
墓
も
徐
々
に
売
れ
て
い
き
、
現
在
は
す
で
に

完
売
に
近
い
状
態
で
あ
る
。
こ
の
霊
園
も
大
小
様
々
な
大
き
さ
の
区
画
が

あ
り
、
御
影
石
の
墳
墓
が
立
ち
並
び
、
ト
イ
レ
・
水
汲
み
場
・
駐
車
場
が

完
備
さ
れ
て
い
る
。

　

調
査
期
間
は
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
か
ら
平
成
二
五
（
二
〇
一

三
）
年
夏
ま
で
で
あ
り
、
主
に
墓
前
（
（
（
祭
を
行
う
た
め
に
霊
園
型
墓
地
を
訪

れ
て
い
た
利
用
者
か
ら
話
を
聞
い
た
。
事
例
で
出
て
く
る
移
住
者
の
年
齢

は
、
七
〇
～
八
〇
歳
代
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
3
）
移
住
者
家
族
の
墓

　
〈
事
例
1
〉

　

現
在
Ａ
家
の
墓
に
は
、
戦
後
す
ぐ
に
名
護
市
か
ら
職
を
求
め
て
、
浦
添

市
に
移
住
し
て
き
た
男
性
一
人
の
遺
骨
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
墓

は
、
元
々
名
護
市
に
あ
っ
た
墓
か
ら
遺
骨
を
移

動
し
、
新
し
く
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
故
郷
の

村
落
は
家
族
墓
が
一
般
的
に
な
っ
て
お
り
、
墓

を
継
が
な
か
っ
た
男
性
は
、
新
し
く
墓
を
建
て

る
必
要
が
あ
っ
た
。
男
性
は
四
〇
歳
を
目
前
に

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
生
前
の
本
人
や
男
性
の

親
・
兄
弟
の
希
望
も
あ
っ
て
、
本
家
の
墓
の
近

一
九
一
基
の
墳
墓
が
立
ち
並
び
、
常
駐
の
管
理
人
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て

い
る
。
周
辺
に
は
、
那
覇
市
の
管
財
課
が
管
理
す
る
公
営
墓
地
や
、
個
人

墓
地
と
思
わ
れ
る
墓
地
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
墓
地
群
に
囲
ま
れ
る
か
た
ち

に
な
っ
て
い
る
。
石
嶺
霊
園
が
で
き
た
の
は
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年

で
あ
り
、
す
で
に
霊
園
型
墓
地
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
時

期
で
あ
る
。
場
所
も
首
里
の
近
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
販
売
を
開
始
し

て
か
ら
間
も
な
く
完
売
し
た
と
い
う
。
霊
園
内
に
は
、
門
中
で
も
使
用
で

き
る
よ
う
な
大
き
な
区
画
も
あ
れ
ば
、
家
族
墓
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
区
画
も
あ
る
。
墳
墓
の
素
材
は
御
影
石
に
限
定
さ
れ
て
お

り
、
ト
イ
レ
・
水
汲
み
場
・
駐
車
場
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
、
筆
者
が
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
南
風
原
町
に
あ
る
琉
球
霊

園
で
あ
る
。
面
積
一
万
七
〇
三
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
七
〇
〇
基

の
墳
墓
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
霊
園
は
、
真
言
宗

宝
壽
院
が
管
理
す
る
霊
園
で

あ
る
。
本
堂
周
辺
に
墳
墓
が

広
が
り
、
寺
院
の
職
員
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。

南
風
原
町
は
那
覇
市
に
隣
接

す
る
行
政
区
で
あ
り
、
こ
の

霊
園
は
、
首
里
か
ら
ほ
ど
近

い
限
り
な
く
那
覇
市
寄
り
の

場
所
に
あ
る
。
こ
の
近
く
に

も
那
覇
市
管
財
課
が
管
理
す

写真 1　琉球霊園

図 2　Ａ家関係図
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〈
事
例
3
〉

　

現
在
Ｃ
家
の
墓
に
は
、
戦
後
に
座

間
味
島
か
ら
移
動
し
て
き
た
男
性
の

遺
骨
が
納
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
墓
を

購
入
し
た
の
は
平
成
九（
一
九
九
七
）

年
だ
が
、
男
性
が
亡
く
な
っ
た
の
は

そ
れ
よ
り
さ
ら
に
一
〇
年
ほ
ど
前
で

あ
る
。
そ
の
間
、
寺
院
の
納
骨
堂
に

預
け
て
い
た
が
、
男
性
の
母
親
が

「
も
う
少
し
で
自
分
は
死
ん
で
墓
に

入
る
の
に
、
息
子
の
骨
が
ま
だ
墓
に

入
っ
て
い
な
い
の
が
気
に
か
か
る
」
と
男
性
の
妻
に
言
っ
て
き
た
の
で
、

墓
を
新
し
く
建
て
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
男
性
の
実
家
の
墓
は
、
現
在

で
も
兄
弟
墓
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
墓
で
あ
り
、
以
前
か
ら
男
性
の
母

親
は
男
性
の
妻
に
、
男
性
の
遺
骨
を
座
間
味
の
墓
に
入
れ
る
よ
う
に
と
催

促
を
し
て
き
て
い
た
。
妻
は
、
座
間
味
島
の
墓
に
あ
ま
り
行
っ
た
こ
と
が

な
く
、
馴
染
み
も
な
い
遠
い
墓
に
夫
の
遺
骨
を
持
っ
て
い
か
れ
て
も
困
る

と
い
う
思
い
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
新
た
に
本
島
に
墓
を
建
て
、
今
は
落
ち

着
い
て
い
る
と
い
う
。

　

以
上
三
家
族
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
こ
の
三
家
族
に
共
通
す
る
こ
と
と

し
て
、
新
し
い
墓
を
ど
こ
に
建
て
る
か
の
判
断
が
、
故
郷
と
の
繋
が
り
が

一
番
強
い
男
性
で
は
な
く
、
そ
の
妻
や
子
ど
も
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ａ
家
の
場
合
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
男

く
に
簡
易
的
な
墓
を
建
て
て
、
後
に
本
格
的
な
墓
を
建
て
る
予
定
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
男
性
の
妻
と
子
ど
も
は
、
墓
前
祭
の
度
に
名
護
ま
で
足
を

運
ぶ
の
が
大
変
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
居
住
地
の
近
く
に
墓
を
購
入
し
、

約
三
〇
年
が
経
っ
て
か
ら
、
一
旦
は
名
護
市
に
建
て
た
墓
か
ら
遺
骨
を
移

動
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
〈
事
例
2
〉

　

現
在
Ｂ
家
の
墓
に
は
、
男
性
一
人
の
遺
骨
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

男
性
は
名
護
市
の
出
身
で
あ
り
、
名
護
市
で
就
職
し
、
結
婚
を
し
た
。
三

人
の
子
ど
も
に
も
恵
ま
れ
た
が
二
九
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
男
性
は
ま
だ
若
か
っ
た
た
め
、
墓
を
ど
う
す
る
か
迷
い
、
と
り
あ
え

ず
長
男
筋
の
墓
の
墓
庭
に
仮
墓
を
造
っ
て
遺
骨
を
納
め
た
。
男
性
の
妻

は
、
男
性
の
死
後
も
し
ば
ら
く
名
護
市
に
と
ど
ま
り
続
け
た
が
、
実
家
が

あ
る
那
覇
市
に
帰
っ
て
き
た
。
そ
し
て
約
五
〇
年
の
年
月
が
経
っ
た
平
成

一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
、
墓
を
那
覇
市
に
移
す
決
心
を
し
た
と
い
う
。

大
き
な
理
由
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
も
那
覇
市
で
暮
ら
し
て
お
り
、
今

後
の
こ
と
を
考
え
る
と
近
く
に
墓
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
た
と
話

す
。
ま
た
、
墓
行
事
の
度
に
名
護
市
ま
で
足
を

運
ぶ
の
が
面
倒
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
事
例

は
、
他
の
事
例
と
異
な
り
、
移
住
者
は
那
覇
市

か
ら
名
護
市
に
嫁
い
だ
女
性
で
あ
る
。
そ
し

て
、
自
身
の
移
動
に
伴
っ
て
北
部
に
あ
っ
た
墓

を
移
動
さ
せ
、
新
し
い
墓
を
建
て
る
と
い
う
結

果
に
至
っ
て
い
る
。

図 3　Ｂ家関係図

図 4　Ｃ家関係図
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ら
も
考
慮
し
た
結
果
、
本
島
に
新
し
い
墓
を
建
て
る
と
い
う
結
果
に
な
っ

た
。
Ｃ
家
の
場
合
、
先
の
二
例
と
異
な
る
の
が
、
男
性
の
実
家
の
墓
は
兄

弟
墓
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
座
間
味
島
に
残
っ
た
兄
弟
た
ち
は
、

こ
の
墓
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
Ｃ
家
も
も
し
座
間
味
島
に
残
っ
て
い
れ

ば
同
じ
よ
う
に
兄
弟
墓
を
利
用
す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
島
か
ら
離
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
墓
を
新
設
す
る
こ

と
が
容
易
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
の
う
ち
、
Ｃ
家
以
外
の
二
つ
の
家
族
は
、
夫
の
実
家
の

墓
が
家
族
墓
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
墓
が
ど
こ
に
あ
る

か
と
い
う
問
題
だ
け
で
、
誰
と
一
緒
に
利
用
す
る
か
と
い
う
問
題
は
存
在

し
な
い
。
そ
の
た
め
、
夫
や
そ
の
家
族
、
親
戚
が
故
郷
と
い
う
土
地
に
特

別
の
思
い
入
れ
が
な
い
限
り
、「
墓
の
移
動
」
は
行
い
や
す
い
。
一
方
、

Ｃ
家
の
場
合
、
夫
の
実
家
の
墓
は
兄
弟
墓
で
あ
る
た
め
、
ど
こ
に
墓
を
建

て
る
か
と
い
う
問
題
の
他
に
、
誰
と
一
緒
に
利
用
す
る
べ
き
か
と
い
う
問

題
が
生
じ
て
い
る
。
夫
の
実
家
の
墓
が
共
同
墓
で
あ
っ
た
場
合
、
必
ず
し

も
墓
を
新
設
す
る
必
要
は
な
い
が
、
移
住
者
の
妻
が
そ
の
選
択
を
迫
ら
れ

た
場
合
、
共
同
墓
か
ら
分
離
し
て
、
新
た
に
家
族
墓
を
建
て
る
こ
と
が
多

い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
章
で
は
、
移
住
先
で

あ
る
都
市
部
で
は
な
く
、
移
住
元
に
な
っ
て
い
る
一
村
落
を
事
例
に
み
て

い
き
た
い
。3

．
故
郷
の
共
同
墓

　
（
1
）
調
査
地
概
要

　

伊
地
地
区
は
西
海
岸
に
位
置
し
、
南
は
宇
良
地
区
、
北
は
与
那
地
区
に

性
や
そ
の
家
族
、
親
戚
は
、
男
性
の
故
郷
で
あ
る
名
護
市
に
墓
を
新
設
す

る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
男
性
の
妻
は
、
一
旦
は
そ
の
希
望
の
通
り
に
名

護
市
に
墓
を
建
て
、
墓
前
祭
の
度
に
足
を
運
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
自
分

も
高
齢
に
な
っ
て
今
後
の
こ
と
を
考
え
、
亡
く
な
っ
た
男
性
の
意
思
に
は

反
す
る
が
、
名
護
市
か
ら
墓
を
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。
男
性
の
実
家
の
墓

は
家
族
墓
で
あ
る
た
め
、
他
の
共
同
墓
と
比
べ
る
と
「
墓
の
移
動
」
は
行

い
や
す
か
っ
た
と
考
え
る
。

　

Ｂ
家
の
場
合
も
、
同
じ
く
名
護
市
か
ら
の
「
墓
の
移
動
」
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
場
合
他
と
異
な
る
の
が
、
移
住
者
は
男
性
で
は
な
く
、
そ
の

妻
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
夫
の
死
後
、
実
家
が
あ
る
那
覇
市
へ
と
移
住

し
、
そ
の
後
は
名
護
市
の
墓
へ
と
通
っ
て
い
た
が
、
結
果
的
に
墓
を
移
す

こ
と
に
な
っ
た
。
男
性
の
実
家
の
墓
は
家
族
墓
で
あ
る
た
め
、
比
較
的
容

易
に
「
墓
の
移
動
」
は
行
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
の
Ｃ
家
は
、
本
島
周
辺
離
島
で
あ
る
座
間
味
島
か
ら
の
移
住
者
家

族
に
よ
る
墓
の
新
設
で
あ
る
。
亡
く
な
っ
た
男
性
の
故
郷
は
座
間
味
島
で

あ
る
が
、
男
性
の
妻
は
本
島
の
出
身
で
あ
る
。
座
間
味
島
の
墓
は
兄
弟
墓

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
Ｃ
家
は
新
た
に
墓
を
建
て
な
く
て
も
、

座
間
味
島
の
墓
を
今
後
も
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
息
子
の
遺

骨
が
き
ち
ん
と
し
た
墓
で
は
な
く
、
寺
院
の
納
骨
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
も
不
満
が
あ
っ
た
が
、
他
の
兄
弟
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
兄
弟
墓

を
利
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
男
性
の
妻

は
、
墓
前
祭
な
ど
で
、
座
間
味
島
の
夫
の
実
家
の
墓
に
行
く
機
会
が
少
な

か
っ
た
。
夫
の
遺
骨
を
座
間
味
島
の
墓
に
入
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
も

そ
の
墓
を
利
用
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
も
出
て
く
る
。
そ
れ
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す
る
宇
良
地
区
と
共
同
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
村
墓
や
龕
も
共

同
で
利
用
し
て
い
た
と
い
う
。
伊
地
の
墓
地
に
は
現
在
は
使
わ
れ
て
い
な

い
村
墓
の
他
に
、
門
中
墓
と
さ
れ
て
い
る
墓
や
家
族
墓
な
ど
異
な
る
所
有

形
態
の
墓
が
存
在
し
て
い
る
。
墓
地
の
中
で
最
も
古
い
墓
は
村
墓
で
あ

り
、
門
中
墓
は
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
宇
良
地
区
の
大
城
門
中
が

建
て
た
も
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。
伊
地
で
最
も
古
い
門
中
墓
は
島
門

中
の
も
の
で
あ
り
、
大
城
門
中
の
墓
が
で
き
て
間
も
な
く
建
て
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
門
中
墓
を
持
つ
人
々
は
門
中
墓
を
利
用

し
、
そ
れ
以
外
は
村
墓
を
利
用
し
て
き
た
。
家
族
墓
が
建
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
前
後
か
ら
で
あ
り
、
村
墓
が

満
杯
で
使
え
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
家
族
墓
を

建
て
た
人
の
中
に
は
、
村
墓
の
中
か
ら
個
人
の
特
定
が
可
能
な
親
族
の
遺

骨
を
新
し
い
家
族
墓
に
移
動
さ
せ
る
人
も
お
り
、
遠
い
先
祖
は
村
墓
に

入
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
。
現
在
伊
地
の
墓
地
に
は
約
四
五

基
の
墓
が
存
在
し
て
い
る
。「
○
○
家
之
墓
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の

と
屋
号
が
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、「
○
○
門
中
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
あ
ま
り
な
い
。
し
か
し
、「
○
○
家
之
墓
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
墓
で
も
、
門
中
墓
と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
さ
れ
る

も
の
も
あ
り
、
現
在
の
伊
地
の
墓
地
で
正
確
に
何
基
の
門
中
墓
、
家
族
墓

が
あ
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

　
（
2
）
伊
地
の
門
中
墓
と
移
住
者

　
〈
仲
嶺
門
中
の
場
合
〉

　

仲
嶺
門
中
は
首
里
か
ら
来
た
門
中
で
あ
り
、
明
治
以
前
に
は
す
で
に
伊

隣
接
し
た
地
区
で
あ
る
。
伊
地
川
の
下
流
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
六
月
時
点
で
行
政
が
把
握
し
て
い
る
人
口
は

二
〇
一
人
で
あ
り
、
世
帯
数
は
八
四
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
寄
留
民
が
多

い
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
字
誌
に
よ
る
と
二
五
の
姓
が
存
在
す

る
と
さ
れ
て
い
る
［
字
伊
地
編
集
委
員
会　

二
〇
一
〇　

一
四
六
～
一
四

八
］。

　

親
族
組
織
と
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
門
中
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
数
は
曖
昧
で
あ
る
。
字
誌
に
は
同
じ
姓
を
持
つ
も
の
を
一
つ
の
門
中

と
し
て
、
二
五
の
門
中
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
態
は
門
中
と
呼
ぶ
に

は
難
し
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
代
に
も
渡
っ
て
伊
地

に
住
み
続
け
、
祭
祀
を
行
う
神
役
を
輩
出
し
て
き
た
門
中
も
存
在
す
る
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て

は
、
ニ
ガ
ミ
（
根
神
）
を

出
し
て
い
た
新
里
門
中
が

挙
げ
ら
れ
、
新
里
門
中
が

伊
地
の
村
建
て
の
門
中
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
現

在
最
も
大
き
い
門
中
は
島

門
中
で
あ
り
、
門
中
の
男

性
に
よ
る
と
、
村
落
の
外

で
生
活
し
て
い
る
世
帯
も

含
め
て
三
二
世
帯
で
構
成

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

伊
地
の
墓
地
は
、
隣
接

図 5　伊地地区の位置
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る
こ
と
は
な
く
、
三
二
世
帯
中
三
一
世
帯
が
こ
の
墓
を
現
在
で
も
利
用
し

て
い
る
と
い
う
。
話
者
の
男
性
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
生
ま
れ
で
あ

り
、
国
民
学
校
卒
業
後
す
ぐ
に
大
工
と
し
て
那
覇
市
へ
出
た
。
現
在
は
夫

婦
二
人
で
伊
地
に
戻
っ
て
き
て
お
り
、
墓
は
島
門
中
の
墓
に
入
る
つ
も
り

で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
島
門
中
の
三
二
世
帯
の
う
ち
、
門
中
墓
を
利
用
し
て
い
な
い

一
世
帯
の
事
例
を
報
告
す
る
。
島
門
中
で
は
、
門
中
の
成
員
は
同
じ
墓
を

利
用
す
る
と
い
う
意
識
が
強
く
持
た
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
唯
一
門
中

墓
を
離
れ
た
家
族
が
あ
る
。
こ
の
家
族
の
戸
主
で
あ
っ
た
男
性
は
、
戦
後

に
他
の
成
員
と
同
じ
よ
う
に
職
を
求
め
て
都
市
部
へ
と
移
住
し
て
行
っ

た
。
そ
し
て
亡
く
な
っ
て
島
門
中
の
墓
に
帰
っ
て
き
た
の
だ
が
、
そ
の
妻

が
島
門
中
の
墓
か
ら
家
族
墓
へ
の
変
更
を
行
っ
た
。
男
性
の
家
は
沖
縄
市

に
あ
り
、
妻
は
沖
縄
市
の
自
宅
か
ら
通
い
や
す
い
場
所
に
新
た
に
墓
を
購

入
し
、
そ
こ
に
男
性
の
遺
骨
の
移
動
を
試
み
た
。
し
か
し
、
門
中
の
墓

は
、
中
の
遺
骨
の
整
理
の
た
め
に
、
洗
骨
の
遺
骨
は
墓
庭
で
焼
骨
し
、
中

の
火
葬
の
遺
骨
も
一
度
全
部
混
ぜ
て
墓
の
奥
に
ま
と
め
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
男
性
の
遺
骨
も
そ
の
他
の
遺
骨
と
混
ざ
っ
て
区
別
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
お
り
、
仕
方
な
く
男
性
の
妻
は
小
石
を
遺
骨
の
代
わ
り
と
し

て
新
し
い
墓
に
持
っ
て
い
っ
た
。

　
（
3
）
門
中
に
よ
る
墓
の
共
有
意
識

　

前
節
で
は
、
二
つ
の
門
中
墓
の
利
用
状
況
を
説
明
し
た
。
最
初
の
仲
嶺

門
中
の
場
合
は
、
入
る
人
も
い
れ
ば
、
移
住
先
に
新
し
く
建
て
る
人
も
い

る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
移
住
者
の
現
在
の
生
活
状
況
や
故
郷
へ

地
に
移
り
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
て
い
る
［
字
伊
地
編
集
委
員
会　

二
〇
一

〇　

一
四
七
］。
門
中
の
成
員
は
村
落
の
外
で
生
活
を
し
て
い
る
世
帯
も

含
め
、
現
在
約
二
〇
世
帯
で
あ
り
、
こ
の
成
員
に
よ
っ
て
墓
が
共
同
利
用

さ
れ
て
い
る
。
墓
そ
の
も
の
が
い
つ
作
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
昭
和

四
六
（
一
九
七
一
）
年
に
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
一
四
（
一
九
三

九
）
年
生
ま
れ
の
話
者
が
幼
少
の
と
き
に
は
す
で
に
門
中
墓
と
し
て
利
用

し
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
七
〇
年
以
上
前
に
は
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

　

仲
嶺
門
中
の
成
員
の
中
に
も
戦
後
に
都
市
部
へ
と
移
住
し
て
い
っ
た
人

が
何
人
か
お
り
、
墓
を
都
市
部
に
新
し
く
建
て
る
人
も
い
れ
ば
、
こ
の
門

中
墓
を
利
用
す
る
人
も
い
る
と
い
う
。
話
者
で
あ
る
男
性
は
三
男
で
あ

り
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
仕
事
を
求
め
て
那
覇
市
に
移
住
を
し

て
そ
こ
で
所
帯
を
持
っ
た
。
那
覇
市
に
出
て
約
六
〇
年
に
な
る
が
、
故
郷

の
墓
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
強
く
、
タ
ナ
バ
タ
（
七
夕
）
の
墓
掃
除
の
日

に
は
、
同
じ
く
那
覇
市
に
住
む
弟
と
一
緒
に
墓
掃
除
に
訪
れ
る
。
こ
の
男

性
も
い
ず
れ
死
ん
だ
ら
仲
嶺
門
中
の
墓
に
入
る
つ
も
り
で
あ
り
、
夭
折
し

た
息
子
も
こ
の
墓
に
葬
っ
た
と
い
う
。

　
〈
島
門
中
の
場
合
〉

　

島
門
中
は
字
の
中
で
最
も
大
き
な
門
中
で
あ
り
、
か
つ
て
は
島
門
中
か

ら
も
神
役
が
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
現
在
は
三
二
世
帯
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
門
中
の
墓
は
約
一
〇
〇
年
前
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
島

門
中
の
成
員
の
中
に
も
、
戦
後
に
職
を
求
め
て
都
市
部
へ
と
移
住
し
て

行
っ
た
人
が
何
人
か
い
る
。
移
住
者
本
人
が
都
市
部
に
新
し
く
墓
を
建
て
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の
意
識
が
強
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
門
中
墓
か
ら
離
脱
し
た
一
世
帯
の

事
例
は
、
元
か
ら
の
門
中
の
成
員
で
あ
る
男
性
と
、
後
に
婚
姻
に
よ
っ
て

門
中
の
一
員
に
な
っ
た
そ
の
妻
と
の
間
で
、
門
中
で
墓
を
共
有
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
意
識
に
差
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
移
住
者
の
墓

を
見
る
場
合
、
そ
の
移
住
者
の
故
郷
の
墓
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い

る
も
の
な
の
か
、
移
住
先
に
新
し
く
墓
を
設
置
し
た
の
は
、
家
族
の
中
の

誰
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
同
じ

地
区
か
ら
の
移
住
者
で
あ
っ
て
も
、
前
述
の
二
つ
の
門
中
の
事
例
の
よ
う

に
、
意
味
合
い
が
異
な
り
、
家
族
内
で
の
故
郷
に
対
す
る
思
い
の
ズ
レ
と

い
う
一
面
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

二
章
で
の
都
市
部
の
移
住
者
の
墓
の
事
例
や
、
三
章
で
の
島
門
中
の
門

中
墓
か
ら
の
離
脱
の
事
例
は
、
移
住
者
本
人
で
は
な
く
、
そ
の
妻
に
よ
っ

て
墓
が
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
移
住
者
の

意
に
反
し
て
遺
骨
の
移
動
が
行
わ
れ
、
都
市
部
に
新
し
く
墓
が
増
え
る
可

能
性
を
示
し
て
い
る
。
移
住
者
に
と
っ
て
は
近
く
感
じ
た
故
郷
も
、
そ
の

家
族
に
と
っ
て
は
馴
染
み
の
な
い
遠
い
土
地
に
感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

移
住
者
の
家
族
か
ら
聞
か
れ
る
「
墓
行
事
の
度
に
足
を
運
ぶ
の
が
面
倒
」

と
い
う
言
葉
は
、
故
郷
に
対
す
る
想
い
の
薄
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
移
住

者
本
人
に
と
っ
て
の
こ
の
距
離
は
、
懐
か
し
き
故
郷
や
、
親
戚
と
の
団
欒

を
想
え
ば
「
近
い
」
も
の
で
あ
り
、
墓
行
事
も
年
に
一
、二
回
だ
け
訪
れ

れ
ば
良
い
だ
け
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
移
住
者
の
妻
に
と
っ
て
は
、
夫
の
親
戚
と
顔
を
合
わ
せ
る
面

の
思
い
入
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、
移
住
者
が
自
由
に
選
択
を
し
て
い
る
。
一

方
の
島
門
中
の
場
合
は
、
仲
嶺
門
中
に
比
べ
る
と
、
移
住
し
て
行
っ
た
世

帯
で
も
伊
地
の
門
中
墓
に
入
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
現
在

は
一
世
帯
の
み
が
移
住
先
に
墓
を
建
て
て
い
る
が
、
こ
れ
は
移
住
し
て

い
っ
た
男
性
の
妻
が
、
男
性
の
死
後
に
勝
手
に
建
て
た
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
島
門
中
で
は
移
住
し
て
い
っ
た
世
帯
も
、
門
中
の
成
員
と
し
て
同
じ

墓
に
入
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
村
落
の
中
で
も
仲
嶺

門
中
と
は
異
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
墓
の
共
有
意
識
は
、
地
域
に
よ
っ
て
も
差
が
あ
る
。
特
に

本
島
南
部
地
域
は
、
門
中
墓
の
存
在
感
が
強
い
地
域
で
あ
る
。
本
島
南
部

の
門
中
で
は
、
門
中
の
成
員
な
ら
ば
、
決
め
ら
れ
た
門
中
墓
を
利
用
す
る

べ
き
と
い
う
意
識
が
強
く
持
た
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
長
嶺
操
は
、

糸
満
か
ら
港
川
へ
移
住
し
た
糸
満
漁
民
が
ど
こ
に
墓
を
持
っ
て
い
る
か
に

焦
点
を
当
て
、
移
住
者
が
移
住
か
ら
約
一
八
〇
年
経
っ
た
現
在
で
も
、
糸

満
の
門
中
墓
を
利
用
し
続
け
、
墓
を
通
し
て
糸
満
と
の
関
係
性
を
保
っ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
［
長
嶺　

二
〇
一
二
］。
ま
た
、
長
嶺
は

「
門
中
墓
か
ら
は
分
離
し
て
も
、
門
中
の
縁
は
切
れ
な
い
と
言
う
が
、
本

稿
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
門
中
は
墓
と
の
関
係
で
維
持
さ
れ
て
い
る
の
は

明
ら
か
で
あ
る
」［
長
嶺　

二
〇
一
二
：
二
九
］
と
も
述
べ
て
お
り
、
門

中
の
成
員
に
と
っ
て
、
墓
を
同
じ
く
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い

る
。
実
際
に
、
筆
者
が
行
っ
た
調
査
を
行
っ
た
四
八
家
族
の
中
に
、
本
島

南
部
の
門
中
墓
か
ら
の
離
脱
者
の
事
例
は
な
い
。

　

本
島
南
部
の
門
中
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
他
の
地
域
の
門
中
墓
で
も
、
こ

の
よ
う
な
意
識
が
持
た
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
前
述
の
島
門
中
は
、
そ
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移
す
」
と
い
う
語
り
を
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
本
稿
も
こ
れ
に
倣
い
、

「
墓
の
移
動
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
2
）
宗
教
法
人
・
公
益
法
人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
墓
地

（
3
）�

旧
暦
一
月
十
六
日
に
行
わ
れ
る
ジ
ュ
ル
ク
ニ
チ
ー
（
十
六
日
祭
）
と
、
新

暦
の
四
月
の
清
明
節
に
入
っ
て
か
ら
行
わ
れ
る
シ
ー
ミ
ー
（
清
明
祭
）。

参
照
文
献

字
伊
地
編
集
委
員
会　

二
〇
一
〇　

�『
あ
し
み
な
の
里　

伊
地
』
国
頭
村
字
伊
地

石
垣
み
き
子　

一
九
八
一　

�「
沖
縄
本
島
中
部
一
村
落
に
お
け
る
墓
の　

変
化
と

そ
の
論
理
」『
沖
縄
民
俗
研
究
』
三　

沖
縄
民
俗
研

究
会

越
智　

郁
乃　

二
〇
〇
八　

�「
墓
と
故
郷
―
現
代
沖
縄
に
お
け
る
「
墓
の
移
動
」

を
通
じ
て
―
」『
ア
ジ
ア
社
会
文
化
研
究
』
九　

ア

ジ
ア
社
会
文
化
研
究
会

　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
九　

�「
遺
骨
の
移
動
か
ら
み
た
祖
先
觀 

―
現
代
沖
縄
社
会

に
お
け
る
墓
の
移
動
に
関
す
る
一
考
察
―
」『
沖
縄

民
俗
研
究
』
二
七　

沖
縄
民
俗
学
会

孝
本　
　

貢　

二
〇
〇
一　

�『
現
代
日
本
に
お
け
る
先
祖
祭
祀
』
御
茶
の
水
書
房

常
見　

純
一　

一
九
六
五　

�「
国
頭
村
安
波
に
お
け
る
門
中
制
度
の
変
遷
」『
沖
縄

の
社
会
と
宗
教
』
平
凡
社

名
嘉
真
宜
勝　

一
九
七
九　

�「
沖
縄
県
の
葬
送
・
墓
制
」『
沖
縄
・
奄
美
の
葬
送
・

墓
制
』
明
玄
書
房

長
嶺　
　

操　

二
〇
一
二　

�「
糸
満
漁
民
の
分
村
と
墓
―
八
重
瀬
町
字
港
川
の
場

合
―
」『
沖
縄
民
俗
研
究
』
三
〇　

沖
縄
民
俗
学
会

早
坂　

優
子　

�
二
〇
一
三　

�「
沖
縄
県
都
市
部
に
お
け
る
「
霊
園
型
墓
地
」
の
受

容
」『
沖
縄
民
俗
研
究
』
三
二　

沖
縄
民
俗
学
会

倒
な
場
に
足
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
夫
の
死
後
も
夫
の
遺
骨
が
そ
こ

に
あ
る
限
り
、
わ
ざ
わ
ざ
通
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
遠
い
」
距
離

で
あ
る
。
移
住
者
の
家
族
に
と
っ
て
は
、
現
在
暮
ら
し
て
い
る
都
市
部
が

故
人
と
の
思
い
出
の
場
所
で
あ
り
、
馴
染
み
の
な
い
「
故
郷
」
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
近
く
に
墓
が
あ
る
方
が
何
か
と
都
合
が
い
い
よ
う
で
あ

る
。

　

ま
た
、
移
住
者
の
故
郷
の
墓
が
共
同
墓
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
墓
を
利

用
せ
ず
に
新
し
い
墓
を
建
て
る
こ
と
が
、
そ
の
共
同
体
と
の
関
係
を
保
つ

上
で
好
ま
し
く
な
い
こ
と
も
あ
る
。
実
際
に
、
移
住
後
も
故
郷
の
墓
を
利

用
し
続
け
る
人
は
多
く
、
故
郷
か
ら
遠
く
離
れ
て
も
そ
の
影
響
下
に
あ
る

こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
家
族
内
で
そ
の
意
識
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

移
住
者
本
人
に
故
郷
の
墓
に
入
る
意
志
が
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
思
い

通
り
に
は
い
か
な
い
。
家
族
内
で
の
故
郷
や
故
郷
の
墓
に
対
す
る
想
い
の

ズ
レ
は
、
都
市
部
で
の
墓
の
新
設
、
遺
骨
の
移
動
と
い
う
動
き
に
繋
が
る

可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
も
都
市
部
の
移
住
者
の
墓
増
加
の
一
因
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

註（
1
）�「
墓
の
移
動
」
と
は
、
主
に
墓
の
継
承
者
の
移
住
に
よ
り
、
移
住
先
に
新
た

に
墓
を
建
て
、
以
前
の
墓
か
ら
遺
骨
を
移
す
こ
と
で
あ
る
。
越
智
は
、「
墓

を
移
す
」
と
い
う
話
者
の
語
り
か
ら
、「
移
葬
」
や
「
改
葬
」
と
い
う
表
現

を
避
け
、「
墓
の
移
動
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
と
し
て
い
る
［
越
智　

二
〇
〇
九
：
六
五
］。
筆
者
が
話
を
聞
い
た
話
者
も
、
同
じ
よ
う
に
「
墓
を


